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お知らせ（注目情報）

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）

　【情報提供】　…学習プログラムの紹介，視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
          ○------------------------------------------------------------------○

■巻頭言■
　白鳥入蘆花

　「次郎物語」の著者　下村湖人（明治17～昭和30）は，社会教育家としても有名です。

　下村湖人が座右の銘とした言葉が「白鳥蘆花に入る」。

　白鳥が真っ白い芦原の中に舞い込むと，その姿は見えなくなる。しかし，その羽風のためにそれまで静かだった芦原が一面にそよぎ出す。「無名にして地域社会の一隅を照らす人あれ」という下村湖人の社会教育の理念が込められています。「次郎物語」の中に「白鳥入蘆花」の理念を語る場面がありますので，紹介します。

　次郎物語（第三部）

　朝倉先生は説明をはじめた。しかし，その説明は，最初のうち，額に書いてある文字には少しもふれなかった。話は，先ず，先生がこのごろよく座談会などに出かけて行く近在の村の事から始まった。
　その村には，三十代ぐらいの若い人たちが，二十数名集まって，一つの団体を作り，いつも村のことを研究し，熱心に村生活の調和と革新とを図っている。しかし，世間普通のそうした団体のように，正面切って改革を叫んだり，集団行動に出たりするようなことはほとんどない。団員は，月に何回となく集まって，意見を出しあい，議をねり，計画を定め，その実現を誓いあうが，それをその団体の決議だなどといって，大ぴらに発表したりすることは決してない。彼らは，それがめいめいに出来ることだったら，默って率先躬行するし，村全体でやらなければならないことだったら，めいめい自分の近しい人から，茶飲み話の間に角立てないで説き伏せて行く。そんなふうで，いつの間にやら，村の気風を改め，世論を指導して行くので，大ていの人は，そんな団体の存在をはっきり知らないし，知っても気にとめない。いわば村の地下水となって村民の生活の根をうるおしているようなものだ。こういうのが，ほんとうの意味で公共に仕える道ではないか。――

　次郎は，話がそこまで進むと，「白鳥蘆花に入る」が，なんだかぼんやりわかってきたような気がした。

　この話は，21世紀の現代社会においても重要なことではないでしょうか。地域社会にどれだけの「白鳥」たる人材が存在するか，社会教育が担うべき課題として再考する必要があると思います。

「次郎物語」の蔵書検索は　県立図書館広島県横断検索へ

　　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/hplib/hpsomoku-fr.htm
（所長　新田　憲章）

· お知らせ（注目情報）■

★平成21年度教育モニターを募集しています。（５月15日まで）
　広島県教育委員会では，広く県民の皆様の本県教育に対する御意見やニーズ等を伺い，後の教育施策に反映させることを目的として，広島県教育モニターを募集しています。
　　https://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/koubo.html
■ぱれっと情報■
【情報提供】

★学習プログラムの紹介

　江田島発＠異文化交流教室（地域子ども教室）
　国立江田島青少年交流の家で実施された，地域子ども教室のプログラムを紹介しています。世界中の人と友だちになれるヒントがたくさん入っています。　是非御覧ください。
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/kokusai/jirei%20seinenn%20ibunnka.htm
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

  　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
　　　　　○------------------------------------------------------------------○
■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報など，幅広い県内の学習情報は，「ひろしま　まなび　　ネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

　　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　県立図書館資料展示「いのちを育む海～瀬戸内海の環境～」
＜開催中～５月中旬＞

　　　県の環境調査室と連携し，郷土や瀬戸内海の環境問題に関する資料を中心に展示

　　書庫見学ツアー

　　＜5月23日（土）15:00～15:40＞

　　　普段は入ることのできない地下書庫を司書が御案内します。

　　「おはなし会」（申込不要・無料）

＜5月9日（土）・5月23日（土）11:00～11: 40＞
　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資料

の読み聞かせ・紹介などを行います。
　
★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
★縮景園（℡：082-221-3620）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/shukkeien/index.html
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）
　　http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
　　特別展

　　―知られざるサムライ・アート―

　　大名庭園展

　　　＜4月21日(火)－5月31日(日)＞

　　　　　四季折々の風情を楽しめる憩いの場として，内外の人々に親しまれ

　　　　ている名勝・縮景園は，広島藩42万6千石を治めた藩主・浅野家のも

　　　　と別邸で，江戸時代初期に築かれた大名庭園です。

　　　　　本展では，今はなき江戸の名園も合わせて取り上げ，御庭の風景を

　　　　描く図・画の名品，藩主らの多彩なガーデンライフを伝える美術工芸

　　　　品約150点を紹介し，大名庭園の歴史と魅力を訪ねます。

　　　　　新緑の中，「御庭」の魅力を体感してください。

　　　所蔵作品展

　　　第2室　「南薫造の留学時代」

　　　　＜4月14日(火)－7月5日(日)＞

　　　　　安浦町出身で「日本の印象派」といわれる南薫造。約100年前に留

　　　　学したヨーロッパでの研究成果や生活を，作品と資料で紹介します。

　　　彫刻展示スペース　「広島ゆかりの彫刻家」

　　　　＜4月14日(火)－7月5日(日)＞

　　　　　平櫛田中《落葉》，圓鍔勝三《月夜の僧》，水船六洲《燭明り》な

　　　　ど木彫を中心に約10点を御紹介します。

　　　第1室　「ルオー《受難》」

　　　　＜4月14日(火)－7月5日(日)＞

　　　　　フランスの画家ルオーの版画作品《受難》を特集します。キリスト

　　　　の受難をテーマにした同名の詩にルオーが自由に挿絵を描きました。

　　　第3室　「花鳥画」今昔

　　　　＜4月7日(火)－5月17日(日)＞

　　　　　私たちにとってなじみ深い花鳥風月の世界。近世から近代，現代へ

　　　　といたる花鳥画の変遷をお楽しみください。

　　　第3室　春から夏へ
　　　　＜5月19日(火)－6月28日(日)＞

　　　　　次第に陽射しの強くなるこの季節。春から夏にかけての様々情景を

　　　　描いた作品を集めました。

　　　第4室　「金属の魅力―広島ゆかりの金工作家」

　　　　＜4月7日(火)－6月28日(日)＞

　　　　　日本では，「五金」（金，銀，銅，錫，鉄）と，その合金を素材と

　　　　した金工作品が制作されます。清水南山，林万寿人，伊藤顕など広島

　　　　出身の作家の作品を紹介します。

★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　　開館30周年記念　春の特別企画展「弥生の都・吉野ヶ里遺跡」

　　　　＜4月23日（木）～6月14日（日）＞　　　　

　　　全国的に有名な弥生時代の巨大集落である吉野ヶ里遺跡（佐賀県）

　　の出土遺物を一堂に会すとともに，邪馬台国研究の現状や県内の代表的

　　な出土遺物なども紹介します。

　　　　　《入館料》　一般 500 円（400 円)  高・大学生 380 円（300円）

　　　　　　　　　　　小・中学生250円（200円）

　　　　　　　　　　　※（　）は２０名以上の団体

　　

　　　歴史民俗展示「県北近代の鉄づくり」》　　　　　　

　　　　＜4月10日（金）～7月12日（日）＞
　　　　広島県北部の近代におけるたたら製鉄や鉄製品づくりの様子について

　　　紹介します。

　　　

　　　第１回ふどきの丘体験教室「弥生土器をつくろう」　　　

　　　　＜5月９日（土）10:00～12:00＞

　　　　弥生時代の甕形土器などの，弥生土器づくりにチャレンジします。

　　　　　　　　　　　《要申込・参加費300円》

　　

　　　春の特別企画展「弥生の都・吉野ヶ里遺跡」展示解説会　　　

　　　　＜5月10日（日）13:00～14:00＞

　　

　　　第１回広島県立歴史民俗資料館・広島県立歴史博物館・比治山大学共催

　　公開講座　

　　　　＜5月23日（土）14:00～15:30＞　
　　　　　「中国山地の古民家－みよし風土記の丘旧真野家に学ぶ－」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：迫垣内　裕（比治山大学）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　春の特別企画展「弥生の都・吉野ヶ里遺跡」展示解説会　

　　　　＜5月24日（日）13:00～14:00＞

　　　

　　　第２回広島県立歴史民俗資料館・広島県立歴史博物館・比治山大学共催

　　　公開講座

　　　　　＜5月30日（土）14:00～15:30＞

　　　　　　「たたら製鉄に携わった人びと」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：島津　邦弘（比治山大学）　　

★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
★広島県立総合体育館(℡：082-228-1111)
　　http://www.sports.pref.hiroshima.jp/
★広島県立文書館(℡：082-245-8444)
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
【文部科学省関連】
★文部科学省 http://www.mext.go.jp/
　
★国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
　　http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
★国立三瓶青少年交流の家 http://sanbe.niye.go.jp/
★国立江田島青少年交流の家 http://etajima.niye.go.jp/
★国立吉備青少年自然の家　http://kibi.niye.go.jp/
★国立山口徳地青少年自然の家　http://tokuji.niye.go.jp/
【その他】
★放送大学　http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■

　風薫る５月。当センターでは「市町訪問」がスタートします。

　広島県内23市町の生涯学習担当課の皆さんとの情報交換や事業連携の相談・働きかけに出向きます。この訪問がきっかけとなって研修のお手伝いができたりといった効果と共に，顔の見える関係ができることが大切なことだと実感します。

　また，訪問の行き帰りに見る，光あふれる瀬戸内の海や新緑の中国山地の美しさも，ひそかな（実は大きな）楽しみです。

　県外のメルマガ読者の皆さま，機会を見つけて，美しい自然や世界遺産，美味しいものを楽しむ「広島訪問」はいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（十時明子）
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＜発行：問合せ先＞　広島県立生涯学習センター
　TEL：082-248-8848　　FAX：082-248-8840

　E-mail：mailto:sgcshinkou@pref.hiroshima.lg.jp
　URL：http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/

index.html

※メールマガジンの配信登録・停止は，生涯学習センターへメールでお知らせ
　ください。
※御意見，御要望，御感想を，お気軽にメールでお寄せください。
※お預かりする個人情報は，適切に管理し，承諾なく上記の目的以外に利用す
　ること，第三者に開示することは一切ありません。
※内容の無断転写を禁止します。
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